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JICA地球ひろば・研究所共催セミナー詳録 

中米の風土病＜シャーガス病＞との闘いと青年海外協力隊 
－協力隊員は現場で何を見て、どう行動したのか－ 

 

 

日時： 2013 年 4 月 11 日（木） 18 時 30 分～20 時 30 分 

場所： JICA 市ヶ谷ビル 6階セミナールーム 

発表者： 橋本謙（はしもとけん）   JICA 中米シャーガス病対策広域アドバイザー 

  山内志乃（やまうちしの）  元ホンジュラス青年海外協力隊員（感染症対策） 

  溜宣子（たまりのりこ）  元ホンジュラス青年海外協力隊員（感染症対策） 

  江越健太郎（えごしけんたろう） 元グアテマラ青年海外協力隊員（感染症対策） 

  谷口翠（たにぐちみどり）  元エルサルバドル青年海外協力隊員（感染症対策） 

  小笠原禎（おがさわらただし） 元ホンジュラス青年海外協力隊員（感染症対策） 

 

 

１．冒頭挨拶 

 

司会（地球ひろば） 本日は JICA 研究所・地球ひろ

ば共催セミナーに多数のご来場いただきまして、

誠にありがとうございます。年度変わりまして第

1 回目のセミナーは、中米の風土病。皆さん聞い

たことはありますか？ シャーガス病という、風

土病のセミナーを行います。現場でご活動されて

おりました、青年海外協力隊員の活動や、またプ

ロジェクトの模様を、本日のセミナーでは皆さん

にお聞きいただきます。きょうのセミナー、講師

のご紹介をさせていただきます。JICA 中米シャー

ガス病対策広域アドバイザーを務められておりま

す、橋本謙さま、どうぞよろしくお願いします。

今日のクロストークのファシリテーションを行っ

ていただきます。また向かって、右側から、山内

さま。よろしくお願いします。 

 

山内 よろしくお願いします。 

 

司会（地球ひろば） 溜さま、どうぞよろしくお願

いします。 

 

溜 よろしくお願いします。 

 

司会（地球ひろば） 江越さま。 

 

江越 よろしくお願いします。 

 

司会（地球ひろば） 谷口さま。 

 

谷口 よろしくお願いします。 

 

司会（地球ひろば） 小笠原さま。 

 

小笠原 よろしくお願いします。 

 

司会（地球ひろば） こちら 6 名の方を講師にお迎

えしまして、お話をいただきます。全体の質疑応

答を入れまして、8 時半までのセミナーになりま

す。プレゼンテーションやクロストークなどを交

えながら行ってまいります。どうぞ皆さん、お楽

しみください。それでは、本セミナーの開催に先

立ちまして、当国際協力機構、細野シニアリサー

チアドバイザーより、冒頭ごあいさつをいただき

ます。細野先生、どうぞよろしくお願い致します。 

 

細野 本日は、この JICA 研究所と地球ひろば共



2 

 

催のセミナーに、多数の皆さまにお集まりいただ

きまして、誠にありがとうございます。心から御

礼申し上げます。堅苦しいごあいさつは抜きにし

ましてですね、私自身も、エルサルバドル、それ

から近隣国のホンジュラス、グアテマラ、たびた

び行きましてですね。エルサルバドルにも 5年間

おりました。で、この 5年間のあいだ、この、今

ずっと待っているあいだに上映されていたビデオ

にあったような、シャーガス病のある村々もずい

ぶん訪問しました。これはあの、草の根無償など

のイベントの機会に村に行った、そういったこと

になります。そういう意味で、私もかなりシャー

ガス病に強い関心をもっておりますけれども。き

ょうはまず、シャーガス病はなんで感染するか。

これは皆さん、そこにも出てたんですけども、「サ

シガメ」と。日本ではサシガメなんですが、スペ

イン語では「チンチェ（chinche）」、あるいは「チ

ンチェ・ピクーダ（chinche picuda）」と。しかし

ですね、私はいろんな外国でもシャーガス病との

闘い、そして、JICA のそのための闘いの協力、と

いうのをずいぶん講演するんですけども。英米の

方には、サシガメは「Kissing Bug」、「Kissing Bug」

って言われております。キスする虫という。キス

虫、ということで。「Kissing Bug」っていうと、ア

メリカの方々はハッとしてですね、非常に、急に

興味を持ちだすわけです。で、興味持っていただ

かなきゃいけないのは、実はこの Kissing Bug によ

るシャーガス病は決して、例えば、アメリカやヨ

ーロッパで、このシャーガス病にかからないとい

う保証はないということなんですね。Kissing Bug

という名前で興味を持っていただくんじゃ困るん

であって、シャーガス病という非常に怖い病気、

それが貧しい人たちを直撃する、と。この貧しい

人たちだけにしかほとんどうつらないので、欧米

のドナーはほとんど興味を持ってこなかった、関

心を持ってこなかったと。しかし、実はアメリカ

を含めて、決して安心できない状況にある。これ

はですね、シャーガス病にかかった方が、中米か

らアメリカに、多数、いわば不法入国するわけで

すね。そういった人たちは非常に貧しいので、血

液を売ります。ところが、この血液の中に、シャ

ーガス病の寄生虫がいるわけです。しかし、アメ

リカやヨーロッパでは、シャーガス病を知らない。

知らないので、血液の売買でシャーガス病のチェ

ックをしないわけです。ですから、全く安心でき

ない。しかしこういうふうに申し上げると、本当

かな？ と、皆さん思われるかもしれませんが、

本当なんですね。というのは、非常にこの怖い現

実について、アメリカで映画が作られました。そ

の映画は、中米なんかでも上映されたんですけれ

ども。これは、エルサルバドルからアメリカに移

住した人が１人、その映画の主人公になるわけで

すけども。その映画が終わるころに、シャーガス

病で亡くなられるんですね。その間、どういうふ

うに血液が売られているかとか、そういったこと

が非常に詳細に描かれ、非常に感動的な映画であ

ります。このことを実は私は、皆さんの協力隊員

の方々の先輩である大田享子さんから聞いたんで

すね。これを聞いてさっそく、この映画監督をお

招きして、エルサルバドルの教育テレビの番組に

出演していただきました。詳しくは、この本の前

書きにちょっと私書かせていただきましたので、

ご覧いただければと思いますけども。テレビ番組

で、そういういろいろしなければならないぐらい、

例えばエルサルバドルの都会のお金持ちの方は知

らないです。そういう意味では、私は、JICA の長

期にわたる貢献、協力の結果。サシガメの外来種

については、シャーガス病感染の中断を実現した、

達成した、これは JICA の重要な貢献であると思

います。しかしこの、重要な貢献にも関わらず、

シャーガス病を発見した、いわゆる「シャーガス

病」っていうのはブラジルのシャーガス博士が発

見したので「シャーガス病」と言われるんですけ

ども。シャーガス博士生誕 100周年の時に、ロン
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ドンのご承知の有名な雑誌エコノミストが特集の

記事を出します。この記事の中で、なんとカナダ

の協力だけが中米で行われているかのように紹介

されていまして、日本の JICA の協力は全く紹介

されていませんでした。この外来種による中断、

感染の中断を実現したという大変な快挙、これが、

残念ながら日本でもあるいは海外でもあまり知ら

れていないということが、私非常に残念に現地で

思っておりました。今回この本の出版で、シャー

ガス病対策の協力の記憶がしっかりと残されると

いうことになったのは、大変素晴らしいと思って

おります。それを記念するような形で、この開か

れたセミナーが、実り多いものになりますように、

大いに期待を致しまして、簡単ではございますけ

れども、主催者を代表してのごあいさつにかえさ

せていただきます。どうも、ありがとうございま

した。 

 

司会（地球ひろば） 細野先生、どうもありがとう

ございました。それでは、講師の皆さん、ご準備

よろしいでしょうか。では、橋本さん、どうぞよ

ろしくお願い致します。 

 

 

２．「中米におけるシャーガス病とその対策、

日本の協力」（橋本謙氏による発表） 

 

橋本 ご紹介いただきました、橋本謙です。よろ

しくお願い致します。今日、われわれ 5人のパネ

ラーと、私橋本は、シャーガス病対策のユニフォ

ームを着ております。このようなユニフォームを

着て現場で活動しているんです。これを着ると、

ちょっと変身したようなイメージで現場活動に取

り組むことができると、私は感じています(笑) 

皆さん、ところで「シャーガス病」って、お聞き

になったことありますか？ ま、その仕事をされ

ている方はお聞きになったことあると思うんです

が、大半の方は日本であまり耳にされないかと思

います。今日は、その意味で、駆け足になります

がシャーガス病とは何か、そして、その対策、日

本の協力ということについて、簡単にお話しさせ

ていただきます。 

 これは中米の風景の一つで、グアテマラの国境

からエルサルバドルを見た時の風景です（スライ

ド３）。だいたい、この辺の地域の 80％は山岳地

帯で、日本とよく似た景色が見渡せます。これは、

先住民族の一つのチョルティ族といって、このよ

うな方たちが、貧しい地域に住んでおります。こ

れもグアテマラの写真で、彼らはシャーガス病に

かかる可能性が高いこのような家に住んでいます。

ここにお金が載せられていますが。これはブラジ

ルの通貨で、昔の旧通貨でクルザードスです（ス

ライド４）。この方が、カルロス・シャーガス先生、

およそ 100年前にシャーガス病の病原体を発見し

た方です。このように、顕微鏡をのぞきこんで発

見されました。そのシャーガス先生の名前をうけ

て、付けられた病名がシャーガス病です。 

 

症状として、大きく分けて二つ。二期にわたっ

て起きます（スライド５）。一つは、潜伏期が 1、

2 週間続いたあと、急性期が 6 から 8 週間。ま、

そこで、発熱とか局所リンパ節が大きくなったり、

虫に刺されたところ、まぶたが腫れたり、という

ことがありますが、これは 5％以下のケースであ

りまして、ほとんどが無症状。そして、慢性期に



4 

 

なりますと、それがだいたい 5年から 20年後に、

心臓が肥大したり、また食道、結腸が肥大したり

するんです。これは、心臓の肥大する様子です。

だんだんと大きくなっていって、それで息をする

のがしんどくなってくる。風船をふくらませてい

くと、だんだんと伸縮できなくなってくる。それ

でまあ、心臓も同じでポンプ機能がなくなってい

って、ある日突然コロッといってしまう。そうい

う心臓麻痺で死ぬケースが非常に多いです。その

発症率は 30％から 40％と言われていまして、これ

は、個人の免疫力によったりとか、あとは病原体

の性質によったりします。 

診断・治療に関しまして、大きく分けて、診断

法は二つあります（スライド６）。一つは人間の血

から抗体を探してそれで検査して、研究室でその

人が感染したかどうか、抗体を持っているかどう

かっていうことを調べます。もう一つのほうは、

原虫、実際に血液の中で病原体を探す方法です。

これはマラリアでも使われる、ギムザ染色とかも

使われます。治療は今のところ二つの薬剤があり

まして、この特効薬で、病原体を殺すことができ

ますが、60日間も続けて飲むとか、あとは副作用

があるとか、まだまだ改善の余地があります。ま

た、この薬は普通の薬局で売ってないので、中米

の人たち、中南米の人たちは直接アクセスができ

ない。現在のところ、WHO や製薬会社などのド

ネーション（寄付）によって配られています。 

シャーガス病の感染経路なんですが、もともと

虫による媒介が多くて、およそ 80％の感染が、サ

シガメ、刺すカメムシによるものです（スライド

７）。その次が輸血感染。そして、母子感染。残り

が、経口、臓器移植、ラボによる事故など。対策

が進むことによって、この割合は変わってきます。 

 シャーガス病がどのへんに蔓延しているか、と

いう世界地図です（スライド８）。世界でおよそ

800 万から 900 万人の推定人口が感染していると

言われています。この青色で示しているところで、

媒介虫による感染があり、ほかのヨーロッパ、日

本にも感染者がいます。これは、中南米からの移

民や母子感染などによるもので、日本でもその治

療や予防が最近始まっております。 

シャーガス病の要因をざっと見ると、人畜共通

感染症であるため、「宿主」の人間、フクロネズミ

（英語でオポッサムと言います）、アルマジロ、あ

と犬も感染します（スライド９）。例えば、グアテ

マラだと 30、40％の犬が感染します。あと、フク

ロネズミもだいたい 40から 60％感染しています。

あと、「環境」。この、人が住んだり、虫が住む家

ですね。それから「病原体」。これらの要素があっ

て、感染症が成立します。 

中米には大きく分けて二つの媒介虫がいます

（スライド 10）。これ Triatoma dimidiata、Rhodnius 

prolixusとわれわれは呼んでいます。だいたい、サ

シガメ全部合わせると 130 種以上はありますが、

中米でわれわれが対策の標的としていたのはこの

2 種。先ほど、細野さんもおっしゃっていました

が、一つの虫は消滅が可能。家の中だけに住んで

いて、それを殺虫剤で殺虫することによって、消

滅することができるのです。もう一つのこの

Triatoma dimidiata は、屋外、あと、自然界にも住

んでいるので、家の対策をしてもまた戻ってくる

可能性があります。 

これが、シャーガス病対策、JICAが行っていた、

４カ国の状況です（スライド 11）。グアテマラ、

エルサルバドル、ホンジュラス、ニカラグアの、

およそ多いところでホンジュラスだったら全人口

の 49％が感染リスク地域に住んでいます。グアテ

マラ尐ないところで 17％。推定値ですが、2006

年の状況によりますと、まだそれだけの感染リス

クがあり、そして、実際に感染している人たちの

数はご覧の通りで、およそ、グアテマラだと全人

口の 2％、エルサルバドル、ホンジュラスだとこ

れが 3％。ニカラグアはだいたい 1％の割合です。 

 このシャーガス病に対してどのような対策を取
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るか。大きく分けて二つあります（スライド 12）。

一つは虫を駆除する。もう一つは、輸血の血液を

スクリーニングすることです。中南米の血液銀行

では、B 型肝炎、C 型肝炎、エイズ、梅毒といっ

しょに、シャーガス病も 100％検査することにな

っています。 

われわれが行っていた、媒介虫対策、虫対策に

は、大きく分けて攻撃フェーズ、監視フェーズが

あります（スライド 13）。攻撃フェーズでは、そ

こで虫の分布状況はどうなのか、人の感染具合は

どうなのかをベースラインとして調べて、殺虫剤

散布を行います。そして監視フェーズでは、住民

によるサシガメの届け出、「ここにいますよ」と保

健所に知らせていただいて、それに対して殺虫散

布を行います。小さいうちに問題を解決していこ

う、広がらないうちに解決していこう、というよ

うな形で…。そして、最後に血清調査を行って、

対策の効果を調べます。また、最初から最後まで

終始一貫、「予防しよう」、という内容の啓発活動

をします。 

実際にこれが、サシガメを探しているところで

すね（スライド 14）。ここでは、血清調査で血を

採っています。これは殺虫剤散布を行っていると

ころで、これは啓発活動ですね。「予防しましょう」

「サシガメを見つけたら届けてください」という

場面です。このような予防策が重要で、いくら殺

虫剤散布しても、しっかりと家の中を片づけたり、

壁を修繕してないと、またサシガメ戻って来るの

です。そこで、壁の修繕の研修もしました。あと

家の片づけも促します。 

これ、なんだか分かりますか？（スライド 15） 

実は、サシガメが壁の中に潜り込んで、とまって

いるところです。すごく見つけるのが大変です。

こういうところにサシガメはひそんでいて、壁を

直すことで、こういう問題を解決することができ

ます。 

日本は何をやってきたかですが、1990年代から、

サシガメ、またはシャーガス病の研究支援を始め

ました（スライド 16、17、18）。実際にグアテマ

ラで、どれぐらいの虫がいて、どのような地域に

広がっていて、どういう対策ができるのかという

研究でした。その結果データをもとに、2000年か

ら対策がはじめられました。それと同時に、1997

年に中米シャーガス病イニシアチブっていうのが

発足されて、中米全体でこの病気を減らすための

国際目標が立てられ、これが政治的な追い風とな

りました。 

このように始まった JICA プロジェクトは、グ

アテマラから攻撃フェーズで虫をまず減らし、そ

の経験、モデルを、ホンジュラス、エルサルバド

ルに広げました。国のあいだで、いかに効率的に

改善できるかというところに、焦点を置いた知識

運営にも取り組んで。そして、監視フェーズ。サ

シガメの生息率が減った状況を、また元の黙阿弥

にならないように監視する仕組みを作るプロジェ

クトを行いました。そして今ニカラグアでは、攻

撃と監視フェーズを同時に進行しているところで

す。 

そして、JICA の取り組みの中で、協力隊と専門

家の短期・長期の派遣において、合計、協力隊は

のべ 80人以上、専門家も 75名以上派遣されてき

ました。プロジェクトにおける日本人の活動内容

は、マネジメントの支援でした。専門家が中央の

保健省に配置され、そして、協力隊は現場活動を

支援します。そこでグアテマラの経験をほかの国

へ、また、ほかの国の経験もまたほかの隣国へ隊

員、各国専門家、広域専門家により知識運営しま

す。あと、実際にものとしては、殺虫剤、散布器、

車両、血清検査キットなどのドネーション、あと

教材・研修の経費も支援しています。 

そして、このように、グアテマラの東部４県か

ら始まったプロジェクトは、次第に、隣県隣国に

広がっていって、今ではこのような４カ国で行わ

れるようになっています。実際にこれが、今出て
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いるのが、協力隊が派遣されたところなんですが。

2000年から・・・ま、いろんなところに派遣され

ました。そして現在も派遣されています。 

プロジェクトが始まったその頃から、累計の殺

虫剤散布家屋数がずっと伸びていると、いうよう

な状況が見られます（スライド 19）。そして、そ

の成果として、消滅ができるサシガメの分布図は

2000年代前半から後半まで賑やかでしたが、2010

年には 3集落 4集落まで減りました（スライド 20）。

もう一つ、消滅できないほうのサシガメですが、

この虫が生息する家屋の割合も大幅に減りました

（スライド 21）。 

そして、成果として、こちらの消滅できる虫に

よる感染の中断が、グアテマラ、ホンジュラス、

ニカラグアで国際認定されました（スライド 22）。

エルサルバドルも同じ虫が消滅したという国際認

定をうけました。そして、もう１個の消滅できな

いサシガメも減りました。その結果として、1990

年代後半から 2006年の間に、推定感染数がおよそ

半減し、新規感染者数もおよそ 6分の１に減った、

というような成果が得られています。このような

成果を得るには、もちろん JICA の努力だけじゃ

なくて、ほかの国際機関、米州保健機関、またも

ちろん保健省、そして大学機関、研究機関のいろ

いろな貢献がありましたが、協力隊の存在が不可

欠でした。協力隊の皆さんは、当初はシャーガス

病対策の知識も経験はなく、中米、海外にも行っ

たこともないような人たちもたくさんいました。

私も含めて、ド素人でした。でも、どうしてそれ

が大事だったか、実際に彼らがどういうことをさ

れたか、ということについて、今からお話を聞い

ていきたいと思います。いったん、私のプレゼン

は終わりです。(拍手) 

 

 

 

 

３．クロストーク「協力隊員は現場で何を見て、

どう行動したのか？」 

 

《自己紹介》 

橋本 それではあの、山内さんから、順番に。現

地での活動を、「調子グラフ」っていう形で、2年

間をザッと見せていただいて、それについてお話

をいただいたあと、皆さん１人ずつ発表していた

だいて、意見交換をしたいと思います。まず、自

己紹介からはじめてください。 

 

 

▲山内隊員の活動  （山内志乃さんご提供） 

 

山内 ただいまご紹介いただきましたが、私、山

内志乃と申します。派遣国はホンジュラスでした。

今のお話で、攻撃フェーズとしてグラフに出てま

したけれど、私は、その真っただ中の 2004年から

2006年までの 2年間活動しておりました。赴任地

は、グアテマラの国境に近い、コパン県ですね。

皆さん、ご存じではないかと思いますが、コパン

遺跡で有名な、あのコパン県です。ここは、あの

星の付いてるところですね。ほとんどグアテマラ

のようなとこです。チョルティ族という、左下の

写真に写ってる、ワンピース姿の女性がそうなん

ですけれども、先住民、マヤ文明の末裔ですね、

こういった方々が小さく暮らしているようなとこ

ろで活動を致しておりました。私は茨城県の出身
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でして、活動を開始した時は 32 歳でした。この

面々から見ても、わりと遅いスタートではあった

かなというふうに今振り返っても思っております。

よろしくお願いします。 

 

溜 続きまして、私、溜宣子と申します。赴任国

は山内さんと同じホンジュラスに、2006 年から

2008年、ちょうどフェーズですとワンからツーに

移るあいだの 3年間、ホンジュラスに赴任してお

りました。出身地は大阪府です。派遣された頃の

年齢は、私、よく若く見られて、今はそんなに若

くないんですが、24歳で大学卒業してから、新卒

で協力隊に参加をしました。おもな活動は、紹介

文やこちらのスライドの写真にもあるように、協

力隊員と一緒に、啓発活動としての演劇を作成し

て、現地の同僚とともに啓発活動を行っておりま

した。そういった話をきょうはできればと思いま

す。よろしくお願い致します。 

 

▲溜隊員の活動 （溜宣子さんご提供） 

 

江越 あらためまして、江越健太郎と申します。

私は、2009 年の 12 月から 2011 年の 12 月まで 2

年間、グアテマラという国に派遣されておりまし

た。グアテマラのですね、チキムラ県チキムラ市

というところで、「ムラ」と付いているんですけど

「市」なんですね。チキムラという市でございま

して(笑) で、こちらのほうの保健所に配属にな

りました。私は、先ほど橋本さんから解説のあり

ました、攻撃フェーズと監視フェーズのうち、も

う虫がある程度減って、どうやってその虫の数を

抑えていくか、という監視フェーズの段階で派遣

されました。私自身は、生まれは兵庫県出身なん

ですけれども、派遣の時は長く神奈川に住んでお

りましたので、神奈川出身として赴任いたしまし

た。赴任の時は、32歳で、それまでサラリーマン

をしておりました。で、帰国してからまたサラリ

ーマンの生活に戻っております。今回お集まりの

方々は、いろいろなバックグラウンドをお持ちで

あったり、進路のことも考えてらっしゃる方もい

ると思うんですけれども、そういった（進路の）

お話でも、時間共有できればと思っております。

よろしくお願いします。 

 

▲江越隊員の活動 （江越健太郎さんご提供） 

 

谷口 皆さん、こんばんは。谷口翠と申します。

私は、エルサルバドルという国に、2010 年から

2012年の 3月まで派遣されていました。同じく監

視フェーズがちょうど終わる、日本のプロジェク

トがちょうど終わる時期に、エルサルバドルにい

ました。出身は大阪ですけれども。江越さん風に

言うと、行く時は奈良県にいたので、奈良出身に

なるのかなあ、と思います(笑) 行った時の年齢

は 27歳で、それまではサラリーマンをしていまし

た。私の赴任地のエルサルバドルのアウアチャパ
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ンなんですけれども、写真にあるような、市場が

あるような地方都市で。標高は比較的高くて、コ

ーヒーの生産が盛んでした。日本では「カルディ」

ってコーヒーの試飲ができるお店があると思うん

ですけども。そこでエルサルバドルのコーヒーが

売ってることがありますが、それはアウアチャパ

ンでできたものであることが多いので、ぜひ、皆

さん、見かけたら買ってください。きょうは、皆

さんといろいろなお話しできるのを楽しみにして

います。よろしくお願いいたします。 

 

▲谷口隊員の活動 （谷口翠さんご提供） 

 

小笠原 こんばんは。小笠原禎と申します。私は

2004 年から 2006 年まで、山内さんと溜さんと一

緒で、ホンジュラスのほうで活動をしておりまし

た。赴任当時の年齢は 26歳でした。赴任先が、こ

れも山内さんと一緒の、コパン県というところの、

サンタ・ロサ・デ・コパンというところで、標高

が 1,200 メートルくらいあって。真冬はちょっと

寒いようなところで、一応、ホンジュラス政府の

中心都市みたいな形だったので、それなりに開け

た街であって、映画館とか、中華料理屋とかもあ

って。この中ではわりといい生活をしていたのか

なと思います(笑) 今日はどうぞ、よろしくお願

い致します。 

 

▲殺虫剤散布活動 （小笠原禎さんご提供） 

 

《協力隊応募の動機》 

橋本 いくつか質問をしていきたいと思います。

赴任された時の活動の内容に入る前に、赴任のキ

ッカケというか。どうして協力隊に参加されたか

という点について、お一人ずつ簡単にお聞きした

いと思います。山内さん。 

 

山内 私は、赴任直前までは、東京都内の郵便局

に勤めておりました。バリバリ公務員で、何不自

由もない生活。将来もそれなりに、なんていうん

でしょう、保証されているといいますか。そのよ

うな状態の中で、協力隊員参加を決めたわけなん

です。なんというんでしょう、いろいろ恵まれた

環境にいると、それを失うことが怖くなるもので。

海外旅行をわりと趣味としていたんですけれども、

そういった中で、何も持たない中で、失う恐れの

ない、といいますか、勝手な見方なんですけれど

も、そういった現地の方々や、協力隊の方なんか

にもお会いして、どこか憧れというか、そういう

自分になりたいなと感じておりました。そんな時

に、協力隊に関しては以前から見聞きしていたの

ですが、「行きたいね」なんて友人と話しながら、

それを実現しないでいる自分に嫌気がさしたとい

うか、夢を持つのはいいことなんですけれども、

実現しないことにはやはり現実は変わらないのだ
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ということに、いつかふっと気がつきまして。そ

の時に、頭に浮かんだ小さなことを一つ一つ実現

していこうという、小さなゲームをはじめること

にしたんですね。その一つが、協力隊の応募でし

た。合格ではなく、ただの応募だったんですが、

それが、なぜかうまく通りまして、気がついたら

ホンジュラスに足を下ろしていたという、そうい

った感じで私の 2年間は始まりました。 

 

溜 私は、先ほどもお伝えした通り、新卒での参

加でした。初め、大学では医療系の臨床検査技師

の勉強をしていました。入学した当時から機械化

が進んで、病院実習をしても狭い部屋でずっと同

じことをしていて、このまま就職するのは面白く

ないなというふうにずっと感じていました。そう

いう時に、たまたまタイのスタディツアーに参加

をして、そこで、現地の生活を見て、旅行ではな

く、言葉が分からないままホームステイをしたり

JICA のプロジェクトを見せていただく機会もあ

ったりして、なんてこう、文化や言葉が違う人た

ちの生活を見るのがすごく面白いんだろうと思っ

たんですね。その時に、ボランティアとか、国際

保健とか、そういったキーワードが頭の中にあり

まして。それで医療系の大学を卒業してからすぐ、

編入学をしてボランティア学という学問を学ぼう

と思い大学に編入しました。そうした中で、もっ

ともっと現地の言葉を学んで、長い期間、旅では

なくて現地の中に住むことで、人々の生活を見て

みたいという気持ちが大きくなりました。それで、

協力隊のことを偶然知ることがあったので、応募

しました。ですので、何か人助けをしたいとか、

そういったことではなくて、現地の中に入り込ん

で、言葉を知って、人々の生活を見てみたいって

いうことが、応募の動機でした。以上です。 

 

江越 私の場合は、2003年に大学を卒業しまして、

最初、総合化学メーカーの営業の仕事をしており

ました。医薬品を担当しておりまして、病院とか

クリニックにお邪魔する仕事だったんですけれど

も。大学時代の後輩に、フィリピンに青年海外協

力隊のボランティアで行っている友達がおりまし

て、2006年くらいに、１回遊びに来てくださいよ、

と言われましたので、その後輩のいるフィリピン

に遊びに行きました。その時に彼がやっている活

動を見せてもらうキッカケがありました。彼は獣

医の職をしておりました。私もバックグラウンド

は獣医学なんですけれども、獣医にこだわるつも

りはなく、（大学卒業後は）サラリーマンとして就

職していたわけなんです。けれど、異国の地で１

人で活動をしている彼の姿に、感動っていうか心

を打たれまして、また、自分自身が大学時代、感

染症のことを多尐勉強して、貧しい国ではけっこ

う薬が届かないところで、多くの人が亡くなって

るという現状も多尐聞いていたものですから、な

んか自分にできることがあればしたいな、という

気持ちがだんだん芽生えました。しかも、（青年海

外協力隊は）ボランティアと最初聞いていたので、

正直、大学をようやく卒業するのに給料をもらえ

ないというのはつらいな、と思っていたんですけ

れども、JICA の制度として、ボランティアといっ

ても現地での生活費というのは現地水準ですけれ

どもいただけるということでしたので、それなら

ばということで、自分自身決意が固まってきまし

た。それで、あとは会社を辞めるタイミングとい

うのが非常に迷ったんですが、ずるずるといって

も仕方ないですし、あとは、私 32歳で派遣だった

んですけど、結構周りの人皆さんが結婚して、家

庭を持ってきてですね、私は、婚活をしなきゃ、

婚活をしなきゃとういう気持ちもあって。ま、今

もしてますけれども(一同笑い) そんな中で、逆

に結婚してしまったら青年海外協力隊で行くのは

なかなか難しいだろう、フリーのあいだに、エイ

ヤーで応募しようということで、決意を決めて応

募していったという形でございます。 
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谷口 私は、大学では、臨床検査、溜さんと一緒

の臨床検査を勉強していたんですが、すごく採血

が苦手で、採血をしなくていいような無侵襲の臨

床検査の機械、無侵襲でいろいろな検査ができる

装置ができたらいいなと思って、大学を卒業して

からは、メーカーに入って臨床検査装置の研究開

発をしていました。もともと海外にはいつか行っ

てみたい、研究でもいいし、何か世界を見に行け

る機会があったらいいなというのは、あったんで

すけれども、なかなかそういう機会もなく、会社

でずっと研究をしていました。そんな時に電車で

協力隊のパンフレットを見て、こういうので海外

に行くチャンスもあるんだなと思い、インターネ

ットで協力隊応募のところを見ましたら、感染症

対策という部分では、自分の学んだ医学だったり、

会社での経験が生かせたりする、そういう分野に

も募集はあるなあと思って。もし応募して合格す

れば、これは行けということだからと思って、応

募をしました。 

 

小笠原 私の場合ですが、大学時代にアメリカに

１年ちょっと留学して、そこでボランティアみた

いなことをしていて、国際協力に興味を持つよう

になりました。大学卒業してから、社会人として

働いていましたが、働きながら、国際協力やって

みたいという思いがあって、そのためには取りあ

えず、Master Degreeを取る必要があるのではない

かと思いました。お金ためてから大学院に行こう

と思っていたんですけども、現場経験が無いのに

何を学べるかなっていうのがありました。そうい

った時に、NGOか JOCV青年海外協力隊かという

選択肢があって、私は青年海外協力隊を選んで、2

年間ホンジュラスで活動しました。 

 

《２年間調子グラフで活動を振り返る》 

橋本 それじゃ、1 人ずつ、すいません、先ほど

ちょっとお話ししましたが。2 年間を振り返って

いただいて、現地でどのような活動をされて、そ

してその時にどう感じられたかという、総括みた

いな形で、調子グラフを見ながら話していただき

たいと思います。 

 

山内 では、説明をさせていただきます。一番皆

さんから見て、右手が私のグラフです。ほんとに

こう、V 字型といいますか、活動の中が一番安定

しているんではないかなというこの頃が、一番の

底辺に近いような、そのような状態でした。最初

の、上がっている部分っていうのは最初 3カ月ぐ

らいまでですかね。半年までまだそうだったかも

しれないんですが、なんでもかんでも、見るもの

が目新しいんですよ。なので、大したことをして

なくても、もう、やる気マックスっていう感じの

時期でした。学んできたスペイン語もいろいろ試

してみて、「あ、通じた、通じた！」っていう喜び

に満ちていた頃だったんですね。で、慣れてくる

と、もっともっとっていう気持ちが出てきます。

その気持ちに実際の活動が追いついていないとい

うことで、だんだん下がってきたわけですね。そ

れで、このあたりもストライキなんかさっそく入

りましたでしょうか。そういうこともありまして。

こんなに時期がたったのに全然動けてないという

ことで、もっともっと下がっていきました。この

赴任１年目という頃が、12 月ですね。で、ホンジ

ュラスでは、12月から 2月くらいまでのクリスマ

スとニューイヤーのあたりをあわせて保健省など

の動きが止まってしまうんですよ。ですので、私

の活動もこのあたりはトーンダウンしてしまい、

ちょっとやる気は失います。で、さあ、やり出す

ぞと思った頃に、私、牛と衝突をしてケガをして

しまったんです。それで、活動が、描いてたもの

が急にできなくなってしまったということで、こ

のあたりはもう、かなりやる気がなくなっていま

した。「もう私の 2年目は終わりだ」と。そんなふ
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うに思っていました。そして、そちらも完治して、

できることをやっていこう、と。で、最後のこの

上がり具合はなんだったのだろうということなん

ですが、ここまでのあいだはプロジェクトの流れ

に乗っかってそれに応じて仕事をしていったよう

な感じで、本当に自分がやりたかったことという

のは実感として進められていなかった感じだった

んですね。それを、最後 2年間という期限が迫っ

てきた時に、本当に私このままでいいのかと考え

直し、やっとここでチョルティ族の村落の家庭訪

問という、本当にやりたかったことを見つけて。

最初から、企画から実行からまとめまですべて行

ったという、一番その盛り上がった時だったんで

す。そういった状態で 2年間終えて、戻ってきた、

というわけです。以上でございます。 

 

橋本 ちょっといいですか。簡単にプロジェクト

の活動を体現されてたという話なんですけれども。

例えば、どういう活動ですか、プロジェクトの活

動というのは。 

 

山内 攻撃フェーズの中でありましたので、殺虫

剤散布ですね。チョルティ族の集落の方々に、殺

虫剤をしてもらうために、してもらうのに同行を

して、そのあたりを監視していたり。それから啓

発活動ですね。各村に行って、シャーガス病に対

して、どう気をつけたらいいのか、というような

教育活動ですね。そういったことを出向いて行っ

ていたわけです。ただし、それは私が計画をして

したわけではなくて、プロジェクトの動きの中で、

この時期にはこれをしようというのがありました

から。カウンターパートという、現地で私が一番

そばで一緒に仕事をする同僚なんですが、その人

に、どちらかというとくっついて行って、仕事を

していたような、そんな具合でした。 

 

橋本 ありがとうございます。では続いて溜さん、

お願いします。 

 

溜 私は、グラフを見ていただいたら分かります

ように、ここらへんで葛藤しているというところ

が、なみなみな線になっていて、そういうところ

が 2回あるんですね。初めは赴任国に入った時で、

ここですね、見るものすべてが楽しかった一方で、

現地の語学訓練があった頃です。日本での語学訓

練は、すごく楽しくて、学ぶ楽しさというものが

あったんですけど、現地に入るとあまり語学訓練

が楽しくなかったので、ガンと調子が落ちました。

ですが、尐し調子が上がって任地に赴任した。自

分の赴任地に赴任した時にまた調子が上がって、

それは、やっぱり見るものもが楽しいなと思った

からなんです。それからまたいったん落ちたんで

すね。これは、言葉が通じないというむなしさと

いうか、そういったことに悩みました。しゃべっ

ても、わからなければ、現地の人ってすごく素直

で、分からないって顔をされたりして、そうされ

るとなかなか次の言葉が続かないっていうか。で、

いろんなうまくいかなかった時に、怒ったり黙っ

たりしていると「何を怒ってるの？何が悲しいん

だ？」ってすごく言われて。そういうのじゃない

んだけどって余計黙っていると、みんなで噂され

たりとかして、怒れば、次は何かあいつ怒ってい

るとか言われたりして。そういったことに 1人で

悩んでいたなと思います。それが、半年、1 年た

った頃に調子が上がったのは、ちょうど専門家の

方、橋本さんの前の小島さんという第 1フェーズ

のホンジュラスの専門家なんですけども、その方

が「演劇をやったらいいんじゃないか、啓発活動

で演劇をやったらどうか」という提案をされたん

ですね。協力隊とか、貧しい国の写真というと、

子ども笑顔というのがあると思うんですけども、

任地にいてすごく感じたのは、本当に貧しい人た

ちって笑顔がないということです。子どもたちは、

全然笑わないし、黙ってじーっと見ているだけな
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んです。女性だったら家の中にずっといるだけで、

何も楽しみがない。それなら私たちが演劇をした

ら、楽しんでもらえるんじゃないかということで、

私の同期と、面白おかしく、現地の人が好むドタ

バタ劇や恋愛劇の内容を取り込んで作りました。

演劇をやっているうちは、啓発活動ができている

っていうことでやりがいがあったんですけど、そ

の一方で、葛藤はすごくありました。その葛藤と

いうのは、いかにも協力隊らしい活動をしている

っていうことで、この活動は一過性のものじゃな

いか、自分で満足しているだけじゃないかと。あ

と、いろいろなところで活動するけども、「サシガ

メを見つけたら届けてね」と言うわりには、届け

られても何もフォローができなかったりして。そ

ういったことにすごく悩みました。それでだんだ

んバタンと落ちていきました。しかも、ちょうど

この時に第 1フェーズが終わって、専門家をはじ

め、お世話になった方々が、次から次へと帰国さ

れて、私たちは取り残されて、どうなっていくん

だろうとか、そういった不安がありました。ここ

でまた持ち直したのは、残された隊員 4人で、演

劇の第 2弾を作ることになったからです。次は住

居改善、つまり、サシガメがどこにいるんだろう

と模擬体験で探すことができるような演劇を作ろ

うということで、隊員同士で協力しあったことで、

またモチベーションがあがりました。同時に、私

はずっと任地で走っていたのですが、大会がある

ごとにずっと走っていて、そういった、大会のな

かでできた仲間とか、つながりとかが、活動がう

まくいく時期に重なって、そういった新しい仲間

やつながりができる楽しみもがでてきました。そ

れも、走るだけじゃなくて、これ（山内さんが着

ている Tシャツ）は山内さんが Tシャツ作られた

んですが、これも着て、走って、日本人が出てい

るから珍しいってことで、メディアや新聞、テレ

ビとか、そういったところに出させてもらいまし

た。T シャツを着て走ることで JICAとかシャーガ

スとか、そういった啓発活動ができるんだなって

ことで、いろいろ工夫して活動しました。結局、

演劇をやってよかったのかとすごく考えたんです

けど、やっぱり現地の人々には楽しみが尐ない中

で笑ってくれるってところがいいなって思いまし

た。演劇を見て、それをキッカケにして自分たち

ならこういう劇ができるとか、そういったキッカ

ケ作りになったので、それはそれでなんかやりが

いを最後は感じたんです。2 年間を通じて本当の

意味でどれぐらい自分ができたのか、やっぱり帰

国して 1年 2年たってからじゃないと分からない

なと思って、最後はこういう形で、ちょっとモチ

ベーションが下がりました。以上です。 

 

橋本 ありがとうございました。では、続いて江

越さん。 

 

江越 私は、大きく分けまして 2カ所の凹みがあ

る、そういったグラフを描かせていただきました。

初めは、グアテマラに赴任して、これは 2009年の

12 月の末ぐらいなんですけれども、最初の 1カ月

は語学訓練がありまして、非常にやる気満々、な

にしろ会社辞めて参加してますので「やるぞ！」

というような感じで、赴任したわけです。でも、

いざ語学研修が終わって任地に行きますと、カウ

ンターパートという、いわば受入先、配属先の窓

口といいますか、一緒に仕事やるパートナーです

ね、その方が迎えに来てくれて、「明日からやる

ぞ！」という時に、カウンターパートは「俺は明

日からバカンスだ」と(笑)。戻ってくるのは 2 カ

月後だと言われまして、一気にやる気が下がりま

した。それだったら、わざわざ早く派遣される必

要なかったんじゃないかと、非常に凹みました。

それでも、その間、いろいろ自分なりに（置かれ

た）現状の把握とかを進め、そうこうするうちに

カウンターパートも復帰しました。そのキッカケ

となったのは、専門家のプロジェクトが動き出し
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たことです。（流行地住民の）血清の調査というの

が始まり、それにつれて、いろいろ課題といいま

すか、やれる活動の幅が広がっていきました。実

際に、私の住民啓発とかそういった活動というの

は、集落に行かないとなかなか進まない、集落に

行ってナンボ、住民の方に会ってナンボだと、い

うような活動でしたので、その集落に行くことが

できれば、日々の浮き沈みはありますけれども、

比較的活動ができたということになります。例え

ばサシガメを探す調査というのがありますが、こ

ういった啓発の教材がありまして、これを片手に、

いろんな住民の方々に啓発をするような活動とか

です。（グラフ中の）この辺（の時期の活動）は進

んでおりました。で、もう 1回ここで凹んだのは、

2 年目の年に、非常に私の配属のあったチキムラ

県というところは問題がいろいろありまして、端

的に言えば、私の同僚らが皆さん契約職員という

ような弱い立場の人ばっかりだったんですが、予

算がないからとみんなクビになりましてですね、

私とカウンターパートだけになりました。劇団ひ

とりみたいなそんな状況で、これじゃ何もできな

いと。運転手もいなければ集落まで行けない。そ

ういうような状況になりまして、ここでまた沈ん

だわけです。何をするにも困った、という状況に

なったんです。そんな中ででも、自分なりにでき

ること、自分の配属先でできること、また、やっ

ぱりクビになったといっても、次また仕事の契約

がまた復活するかもしれないと言って集まってく

る同僚らもいましたので、そういう人たちと一緒

に、教育というとあれなんですが、いろいろと自

分のできることをし続け、そうしてるうちに、尐

しずつ状況も改善されました。また、橋本さんが

短期専門家として来られた時に、そういう状況で

なかなか人的・予算的な制約があるのであれば、

キャンペーン的なことをやったらどうかというア

ドバイスもいただきまして、そのキャンペーンを

するお金というのもなかなかなかったんですけど、

ちょうど、日本だとワールドビジョンっていうん

でしょうか、Visión Mundialという NGOで、ちょ

っとお金を出してくれるところがありましたので、

そういうところの協力を得て、ちょっとしたビラ

を作り、キャンペーンで、早い話が「サシガメを

見つけて届けてくれたら、景品が当たる、かもし

れない」というようなもので(笑) ちょっと釣っ

てみました。言わば、自分らでサシガメの啓発に

行くよりも、住民が積極的に探してくれたほうが、

費用対効果がいいのではないかというようなこと

をやりはじめました。そして、（グラフでは）ずっ

とこうきまして、大統領選という、ちょっと、な

かなか日本ではないような、政治的不安定な要素

もあり、活動もスムーズにはいかなかったんです

けれど、モチベーションも上がってきて、最終的

には 100％まではいかなかったものの(笑)、 こう

いったことをやって自分のカウンターパート、同

僚らもなんとなくこういう方法もあるんだなとい

うことを学んでくれたようなので、自分としては、

やる気っていうか、気持ちは満たされたかなとい

うことで、このような（グラフの）終わりにさせ

ていただきました。 

 

 

谷口 私のグラフはこちらになります。私が行っ

た時には、やる気はすごくたくさんあるんですけ

ど、これは、一緒に仕事をした同僚たちが、15人

のおじさんたちだったんですが、私が行った時に
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は、皆さん、代わる代わる毎日声をかけてくれて。

15 人のおじさんたちがそれぞれ、今日はここに行

こう、明日はここに行こうっていう感じで、すご

くシャーガス病対策に力を入れていたので、これ

から 2年間すごくいろんなことができるんじゃな

いかな、というので、すごくやる気が高かったん

です。それが 3カ月ほどして、15人の人たちがだ

いたい 3回ぐらい周期が回ったぐらいから、皆さ

ん、もういいやって感じになっちゃったんですか

ね、全然、声をかけてくれなくなってしまって、

私が声をかけても「今日は雨だから」とか、「今日

はデング熱の対策があるんだ」とか。「今日は車の

ガソリンがないんだよ」とか、そんな感じで全然

皆さん、シャーガスのことをやってくれなくなっ

てしまって、ここですごくモチベーションが下が

りました。これからどうしようかなと、モチベー

ションが下がったんですけども、2 人だけちょっ

と見込みがありそうなおじさんたちがいたので、

このおじさんたちに「これから、住人たちを巻き

込んで、シャーガス病の監視体制を作ろうよ」と

言ったら、この 2人が「よしやろう！」というこ

とで、虫対策をする、専門外の人たちにも、つま

り住民たちにも声をかけて監視体制を作ろうって

いうことで、そういった人たちを対象とした講習

会を開いたりして、2 人がすごくやる気を出して

くれたんですね。なので、私も、これからまた頑

張るぞとモチベーションが上がったんですけども、

実はこの講習会、この虫対策のおじさんたちが、

自分たちがシャーガス病対策をするんじゃなくて、

もう住民たちでやるんだぞ、俺たちはもうやらな

いぞ、というような、そういう講習会の内容にな

ってしまったんですね。なので、住民の人たちや、

虫対策を専門としない医療職の人たちと、虫対策

を専門とするはずの人たちの間のケンカの場とな

ってしまったのです。その場に私も使われてしま

ったというか、現地の人たちから「翠はどっちの

味方なんだ！」みたいに言われて。そういうケン

カの場を作ってしまうことになってしまって、モ

チベーションがすごく下がってしまって、これか

ら残った期間、どういった活動をしようかなとす

ごく悩んだ時期がここです。で、この時期には、

思いつくままにいろんな活動をいろいろやってみ

たんです。学校を回ってみたりとか、教育省に声

をかけてみたりとか。それから、アンケートをや

ってみたりしました。そのアンケートの集計をし

てみたら、意外と皆さん、どうやって活動したら

いいのかとか、どうやって散布器を使ったらいい

のかっていうことを分かってないっていうような

結果が出ました。なので、残った期間、最後帰る

前にもう 1回アンケートをして、その時にこのア

ンケートのクイズをして、その時の正答率が上が

るように活動をしてみようと思いました。いろん

なシャーガス病に対して、どうやってみんなが活

動すればいいかっていうような、手順書を作ろう

と考え、残った期間は、その手順書を作ったり、

その手順書にしたがってみんなが動いてくれるよ

うなシステム作りをしたり、というところに力を

入れました。最後の 1年間は、何をしたらいいか、

どういうところを目指そうかっていうところがハ

ッキリしてきたので、自分のモチベーションがす

ごく上がってきました。最後、帰る時には、もっ

といろんな活動ができたんじゃないかなとか、こ

れからこういうこともっとしたかったなっていう

のが、すごくあったんですけども、そんな 2年間

でした。 

 

小笠原 私の図はちょっと谷口さんと似ている

と思います。最初、80％スタートぐらいですね。

かなりやる気もあって、見るものが全て目新しい

というところで、毎日充実していたと思います。

しかも、私が赴任した時に、プロジェクトもその

コパン県というところだったんですけれども、そ

こでちょうどスタートするというところで、同僚

たちのやる気もすごくあって、サクサク進んでい
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ったというところで、最初は良かったんです。そ

れが徐々にその、中南米っていうのは、ストライ

キが多くて、特に公務員なんかで給料上げてくれ

っていう形で、ストライキ 2、3週間続くんですけ

ども、それがだいたい 2年に 1、2回あって、そう

いうことがあると、なかなか仕事も進まなくなっ

ていって、赴任１年目ぐらいになって下がってき

たかなというところです。あと、私の場合、カウ

ンターパート、一緒に仕事をしてたカウンターパ

ートがちょっと問題があるといいますか、私には

すごく良くしてくれたんですけども。組織の中で

うまく上司に取り繕ってやっていくタイプではな

く、上司とすぐケンカをするようなタイプの人だ

ったので、そういったところで、実行部隊である

カウンターパートがその上司とケンカばかりして

いるという状況で、プロジェクトとして、なかな

か最初のころに比べると、あんまり進まなくなっ

た。例えば、サンプル活動なども滞ってたりして、

そこで私のやる気も一緒にドンドン下がっていっ

たというところです。で、そこからちょっと上昇

気流に乗っていくんですが、理由は二つあります。

一つは、カウンターパートがシャーガス病の担当

から降りて、別の人になったというところです。

代わった人が、媒介虫対策にすごく熱心に取り組

んでくれる方だったので、そこで一緒にいろいろ

なことをやっていって、私のやる気も上がってい

った。あともう１点は、江越さんもおっしゃって

いましたが、サシガメの捕獲キャンペーンみたい

なことを私もやろうかなと思いまして、実際、5000

～6000人が住んでいるような村で、2週間という

期限を使って、この 2週間で自分の家の中にいる

サシガメを見つけて、それを保健所に届けてくだ

さい、届けてくれたあかつきには、その届けてく

れた人の家を散布しますという特典を付けて、や

っていました。攻撃フェーズですね。シャーガス

病っていうのは、攻撃フェーズとメンテナンスフ

ェーズの二つのフェーズで成り立っていると思い

ますが、そのメンテナンスフェーズの最初の部分

にかかわることができたっていうところで、最後

は 80％くらいの感じで、活動が終えられたのかな

と思います。以上です。 

 

《同僚との信頼関係構築の過程》 

橋本 ありがとうございました。お話を聞いてい

ると、いくつかの段階があるようです。皆さん、

最初はすごくやる気が高くて、そして、どこかで

凹む時期があって、そして、それに応じて上がっ

ていくという時期もあると、そういう流れが見ら

れると思います。まず、最初の段階で、いろいろ

とご苦労をされたと思うんですが、例えば、同僚

との人間関係作り、コミュニケーション、あと自

分の居場所作り、よそ者なので、入ってすぐに戦

力になるっていうのは難しいと思いますが、それ

に行きつくまでの時間には、苦労っていうのはあ

ると思うんですけど。それについて、比較的入り

やすかったっていう方はいますか？逆に、難しか

ったっていう方は？  

 

山内 私の場合は、前任者、前に同じ任地で活動

していたボランティアさんがいたので。彼女がも

う、人間関係構築していてくれていたんですよ。

ですから、それにしたがって彼女からも、あの人

には注意したほうがいいとか、いろんな情報をも

らっていたので、やりやすかったと思います。た

だ、これはどの方にも当てはまることではないと

思います。 

 

橋本 ほかに、入りやすかったという方は？ 

 

谷口 私も、もう 5人目のボランティアだったの

で、もう日本人はどんなものかとか、そういった

こともよく知っているというか(笑)、そういう人

たちだったので、入りやすかった部分はあります。

ただ、5 人目だったので、よく名前を間違えられ
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たりですとか、日本人はみんな同じ顔に見えると

かいうことでちがう人と間違えられたり、前のほ

うがスペイン語上手だったねって言われたりとか

(笑)、そんなことはありました。 

 

小笠原 私は新規隊員だったので、私の任地に入

ったのは私が最初だったんですけれども、その前

から別の地域に入っている隊員の方がいまして、

そういう方とかからこういうところに気をつけた

ほうがいい、具体的には、同僚をみんなの前で叱

らないとか、同僚の人たちっていうのはシャーガ

ス病だけをやっているわけじゃなく、マラリアと

かデング熱の活動もやっているので、そういった

活動にも一緒についていって、微力ながら助けを

するっていうふうな形で、仕事をやっていたので。

それなりに好意を持ってというか、信頼をされな

がら、活動はできたのかなと思います。 

 

《印象に残る出来事》 

橋本 はい。だいたい、ま、いろんな活動の中で、

最高潮の時があって、最低値があると思うのです

が、すごく印象に残ったエピソードといいますか、

この瞬間で火がついたとか、先ほど一部おっしゃ

られた方もいらっしゃいますが、どういう瞬間だ

ったかお話いただけませんか。 

 

山内 火がつくとか、そういう衝撃的なものでは

なかったんですが、1 年過ぎたぐらいから、自分

の視点が変わってくるのを、じわじわ感じはじめ

たんです。最初、自分中心でものごとを見て、周

りを動かそうとしていた。それが、私の場合は、

あそこでどん底になってますが、うまくそれでい

かないことで、気がついて、逆に自分から押すの

ではなくて、引いてみる。相手のことを聞く、と

か、相手の動きに応じて自分も動いてみようとか。

相手中心にしていったほうがいいんだな、ってい

うことにじわじわ気がついていく。ホンジュラス

目線に変わってくるんですよね、2 年目は。それ

からのほうが、割合うまくいったような気がして

います。 

 

江越 私は、最初から、主人公はグアテマラ人で

あってほしいという自分のスタンスがありました。

なので、グアテマラ人の同僚らが動いてくれるの

であれば自分も協力するけれど、彼らが動かない

のであれば、自分は何もしない、ここまで言った

ら語弊ありますけど、そういうふうなスタンスだ

ったのです。サッカーで言えば、グアテマラ人が

シュートはしてね、アシストはするけど、俺はシ

ュートはしないからね、と言ってたんですね。そ

うすると、どうしても彼らがやらない時は何もで

きない、ということになったりするんですけど。

この場合は、どのようにシュートする気にさせる

か、火をつけるかを考えることになりました。火

がつくという先ほどのお話で言えば、やはり、

JICAのプロジェクトの専門家が来られる時、グア

テマラではプロジェクトが 10県で走っており、ほ

かの県との競い合い的なことにもなりますので、

そうするとやはり彼らもプロジェクトに求められ

ることをやらないといけなくなる。自分らの評価

にもかかわる部分もありますし、彼らに火がつけ

ば自分も火がつくという感じでした。 

 

《２年間を振り返ると何点？》 

橋本 ちょっと補足説明させていただくと、プロ

ジェクトには、半期評価会といって、だいたい 6

カ月に 1回ずつくらい、プロジェクトを行ってい

る県、または近隣の県の対策担当者を集めて、評

価会をやるんですね。過去半年間どういう活動を

してきたか、または、どういう成果を、何をやっ

て何をやってないのか、その場がおそらく一つの

競争意識を高める、または火をつける、という場

になったのかなというふうにお話を聞いていまし

た。最後ですが、皆さん上り調子で終わっている。
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溜さんがちょっと下がり調子だったかなと思うん

ですが、2年間を総括して、100点満点で言うと何

点ぐらいですか。皆さん、１人ずつ。 

 

山内 かなり 100点に近いところを自分ではつけ

ます。 

 

橋本 簡単に理由を・・・ 

 

山内 もしこれが帰国の 2年ではなく、そこから

3カ月前だったら、多分 20点ぐらいだったと思う

んですが、やはりその最後に自分の足でまわって、

住民の目線に近いところでものを見て、住民の実

際の生活に触れて、生の声を聞いて、それを伝え

ることができたということが、自分が望んでいた

活動でもあり、カウンターパートにも何か大事な

ことに気づいてもらえたのかなというふうに感じ

ていて。描いていた以上のことができたという実

感として、自分の中に残っています。 

 

溜 私は、今であれば 9割ぐらいかなと思います。

いつも帰国する時に橋本さんが同じ質問をされて

いて、私は帰国前には確か 8 割って言ったような

気がするんですね。あとの 2 割は帰国してから、

それがどうなるかっていう感じで、答えていたと

思います。帰国してから、だいぶたったんですけ

ど、去年、ちょうどホンジュラスとか中米に行っ

てきたんですね。隊員時代、ホームステイ先の家

族とあまりうまくいかなかったりしたんですけど、

やっぱりお世話になったなって気持ちはずっと残

っていて、去年、任地に行ったときは 5分ぐらい

しか寄れなかったんですけど、でもやっぱり来て

くれたことを喜んでもらえて、隊員時代は関係が

うまくいっていないと感じていたんですが、受け

入れてもらえていたんだなとすごく感じました。

あとは、カウンターパートにも会ったりして、私

が現地にいた意味というのが尐しでもあったのか

なと感じることができました。ということで、最

終的には 9割 5分くらいかな、と思います。 

 

江越 私の場合は 8割くらいかというところです。

最終的には自分自身がナンボやれる範囲のことは

やって満足したとは言っても、私が帰って来たあ

と、それが今現在も続くのか、本当に自分のやっ

たことが感謝され、認められているのか。もしそ

れがそうなっていれば、自分も良かったなという

ことで、満たされ、満足度も上がるんですけれど、

自分自身のやったことが単なる自己満足で終わっ

ているんであれば、その時は満足していても結局、

長い目で見たらどうだったんだろうとも思えるの

で、ちょっと評価しにくいんです。ただ、私自身、

去年の 8月から今の仕事をはじめているんですけ

れど、その直前に一度、就職してもうしばらくは

中米に行くのがなかなか難しいということで、フ

ラッとグアテマラに遊びに行きました。その時は

同僚らが非常に感謝してくれていて、ケン（私）

がやったのがこうなってるとかいろいろ言ってく

れました。私が最後に日本に帰る前に、ちょうど

カウンターパートがバカンスに入るところだった

ので、メッセージをホワイトボードに書いて残し

たんです。こういうことやんなきゃだめだ、ああ

だ、こうだと、いろいろ書いたんです。そしたら、

ちゃんと、ホワイトボードなんてそんなにいっぱ

いあるわけでもないのに、そのホワイトボードは

まだ残していて、「お前のメッセージをまだここに

残してる」と。このようなことも言われたので、

そういう面では多尐、自分の存在というのは評価

してもいいのかな、というところで 8割以上あげ

てもいいかなと思いますけど。取りあえず自分で

は 8割と思います。 

 

溜 チキムラ県ですよね？ 

 

江越 はい。 
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溜 ですよね。ちょうど思い出したんですけど、

私、去年ホンジュラスからグアテマラのチキムラ

県にバスで入ったんですね。その時に、たまたま

隣で話しかけた方が教育省に勤めていて、私、ホ

ンジュラスに住んでたんだよねって話したら、「あ、

日本人は JICA でシャーガス病の対策とかすごく

チキムラ県でやってくれている」っていうのを、

私は、別にシャーガスとか JICA とか言ってない

んですけども言ってくれました。それを聞いて、

私それにまさにかかわってたんだよ！って、すご

い熱くなって。なんかすごくうれしい思いをした

のですが、それは江越さんの・・・ 

 

江越 いえいえ(笑) 私も 5 代目ぐらいで、しか

も、今日後ろのほうにも（同じチキムラ県で活動

した隊員が）いらっしゃってますけど、１人だけ

の評価ではない部分がありますので。でも、そう

やって活動が根付いてるっていうか、そういうふ

うに、そういう活動があるんだと思ってくれてる

人がいるっていうのは、ありがたいですね。 

 

谷口 私も 8割ぐらいかなと思います。2年間は、

自分の足でいろいろまわったり、なかなかこう、

ちょっと引っ込み思案なところもあるけれど、頑

張って勇気を出してやってきたりっていうところ

で。自分では勇気を出していろんなことをやった、

そうやったことで、現地の人たちが声をかけてく

れたり、すごく自分の中で心に残る活動ができた

っていう意味で 8割です。必死になっていて、本

当にまわりが見えてたかなっていうところ、最後、

これもやらなきゃ、これもやらなきゃという感じ

で必死になっていたんですけども、本当にその人

たちのためになったのかなとか、その人たちが見

えずに活動していた部分があるんじゃないのかな

っていうところが、2 割です。今も、現地の人た

ちからたまに、こういう活動しているよといった

メールが来るんですけども、自分がやったことが

どれぐらい残ってるのかなっていうのは、聞くの

はちょっと怖いなと思ったりします。 

 

小笠原 私も 8割ぐらいで。私がいた時に、プロ

ジェクトの専門家をされていた方がおっしゃって

いた言葉で、「隊員活動において、仕事において、

隊員と専門家の一番の違いは何か？」と言われて、

うまく答えられなかったんですけれど。隊員はい

くらでも失敗できるというか、どんどん失敗して

いける。でも一度専門家になったら、失敗は許さ

れないんだ、評価される立場になって、失敗して

いたら次仕事が取れなくなる、ということをおっ

しゃっていて。それで、私は 8割くらいかなとい

うのがあったんですけども、もっと失敗を繰り返

して、もっと開発途上国での経験を積めれば良か

ったなっていうところが残りの 2割であります。 

 

《帰国隊員の今》 

橋本 ありがとうございます。隊員活動を、皆さ

ん 2年間やられて、現在就職なり、就学なりされ

ていると思うんですが、それを含めて、今、選ば

れた進路、そして、隊員の経験がどのように生か

されているかについて、簡単に１人ずつ教えてい

ただけますか。ありますか？反対まわりで行きま

すか？それでは小笠原さんから。 

 

小笠原 冒頭で自己紹介の時に申し上げたとお

り、もともと留学をしようと思って、協力隊員に

なって現場経験を積んだんですけども、ホンジュ

ラスの赴任が終わってから、公衆衛生の勉強をす

るためにオランダのほうに行き、公衆衛生の修士

号を取りました。そのあとは開発コンサルタント

として約 3 年間働いていて、今は JICA のジュニ

ア専門員というポストで、人間開発部というとこ

ろで仕事をしております。シャーガス病っていう

のは貧困層の病気って言われていまして、シャー
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ガス病対策をやることイコール貧困層に届くよう

な活動ができる。それが私の中の国際協力の基礎

になっています。今、JICA のスタッフとして働い

ていますが、その目線は持ち続けようかなってい

うのはあります。正直な話、なかなか難しいんで

すけれども。でもなるべく、一番貧困層であると

か、社会的弱者のために、直接的な支援ができる

ような、案件とかを持っていきたいなと思ってい

ます。そういう意味では、感染症対策のシャーガ

ス病対策から非常に受けた影響は大きいのかなと

思っております。 

 

谷口 私は帰国して、ちょうど１年ぐらいになり

ますが、今は、治験コーディネーターという仕事

をしています。これは、現地で仲良くなった人の

中に慢性のシャーガス病の方がいて、もう私は死

ぬしかないんだよみたいな話をしてくれたことが

あったんですけども、そんな中で「シャーガス病

の薬ってないの？」とか、そういう話を何度も聞

くことがあって、帰ってから新しい研究がどんど

ん実用化されるほうに貢献できたらいいな、なん

か人と人をつなぐ仕事ができたらいいな、という

ことで、新薬開発の時に、製薬会社ですとか、患

者さん、医療機関をつなぐような治験コーディネ

ーターの仕事をしています。それから、帰ってか

らも、一応は中米にいた人間として、またシャー

ガス病にかかわった人間として、日本でそういっ

た国際協力ができないかなということで、日本で

南米のシャーガス検査というのをしているところ

でお手伝いをさせてもらったり、それから、医療

通訳というボランティアがあるんですけども、そ

ちらで、日本にいる中米の方ですとか、南米の方

が医療を受ける時に、お手伝いができたらいいな

と思い、医療通訳のサークルに参加して、そちら

で勉強しています。将来も、そういった日本でで

きる国際協力ができればいいなと思っています。 

 

江越 私の場合は、昨年の 8月からプラントを作

っているエンジニアリング会社に入社しました。

将来的には途上国を含めた国際協力をしつつ、日

本の技術を海外に、というようなところで、日本

と海外、両方に貢献できるようなことをイメージ

して、今の仕事を選びました。正直、シャーガス

病の流行地というのは、非常に貧しくて、薬やな

にかも全然行き届いてない地域がいっぱいありま

す。自分の今選んだ会社がどういう形で貢献でき

るかというのは、まだ自分自身入社したばかりで

難しいところはありますが、今後、途上国、低所

得の国々にも、例えば製薬メーカーさんとか、い

ろんな（メーカーの）工場の投資がどんどん進ん

でいく部分もありますし、資源国への進出という

のも盛んになってきていますので、そういうもの

をお手伝いすることを通じて、貢献していければ

いいと思っています。正直、青年海外協力隊に行

かなければ、そういう世界、海外というのを視野

にした会社を選ばなかったと思うので、それがい

いかどうかは分かりませんけど、青年海外協力隊

があっての、今の自分の進路なのかなというふう

に思っております。 

 

溜 私は、実は今日知ったんですけど、谷口さん

と同じで、会社は違うのですが、同じ治験コーデ

ィネーターをしています。帰国して、正直、就職

かなり厳しくて、新卒で行ったっていうことで、

やっぱりすごく厳しんですね。就職できる場所は

ってなると本当に限られてきて、それで治験コー

ディネーターに行き着いたというのは確かにあり

ました。実際に仕事をして思ったのが、製薬メー

カーとか患者さんとか人とかかわる仕事なんです

が、いろいろとシャーガス病の経験が生かされて

いるかなと思います。病院内での流れを作るとか、

治験のことを何もしらない患者さんに接するとき

とかに経験が生かされていると感じます。医療従

事者は後ろ向きな考え方が多いのですが、よく橋
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本さんも言っていたんですけど、なんでこの人は

こういった言葉を言ったんだろうと考えたり、怒

っている人がいれば、取りあえず受け入れて、な

んでこの人は怒ったんだろうと考えたりして、そ

ういうことは、シャーガス隊員だったことがいい

経験として生かされているんだろうなと思います。 

 

山内 今の 4名の方を聞いていると、派遣前から

の専門領域があったり、目指していたことがあっ

たりして、そこにつながっていくような形で帰国

後の進路を選んでいるのかな、というふうに感じ

ました。私は前職が郵便局でしたし、特に特技ら

しいものもなくて、帰って来て、直前までかなり

マックス状態だったので、しばらくぼんやりして

しまったんです。それで、ちょっと逆カルチャー

ショックといいますか、身動きが取れなくなって

しまいましたところ、派遣前に、協力隊員になる

人が長野県の駒ヶ根市で訓練をして行くんですが、

そこの訓練生のお世話、訓練スタッフをやらない

かという話をいただきまして、そちらに流れに身

を任せて入り、結局 3年間、派遣前のボランティ

アさんの生活まわりと言いますか、管理であると

か、事務作業であるとか、講座を担当したり、そ

ういったことをしておりました。ある意味、学校

のような感じだったんですけども、そういった経

験をしまして、「ああ、そういえばなんか私、学校

の先生とかほんのりなってみたかったことがあっ

たなあ」と思い直しまして、今、通信教育で小学

校教員の免許取得に向けて勉強しております。来

年、教育実習に行く予定でおります。任国に異質

な存在としてポンって入って、周りの人と活動を

進めていく。それは、学校の教員も同じような感

じかなと思い、20代の時にほんのり思って憧れて

いた時とはまたちょっと幅の広い自分として、あ

らためてその目標に向けて歩めていけてるような

手ごたえを、今感じているところです。 

 

橋本 ありがとうございました。ということで、

クロストークはひと通り終わらせていただきたい

と思います。 

 

 

４．質疑応答 

 

司会（地球ひろば） ではこのあと、お話しいただ

きましたシャーガス病のプロジェクトやシャーガ

ス病のことに関して、また、今日 5名の元青年海

外協力隊員の活動などを、皆さんにお話しされま

したけれども、それに関する全体の質疑応答など

に移りたいかと思います。可能な範囲内で結構で

ございますので、ご所属とお名前、また誰に対す

る質問なのかをよろしくお願いします。きょう大

勢いらっしゃいますので、もし質問があがりまし

て、同類の質問でしたら、併せてその際にですね、

ご質問を承りたいと思いますので、この時間尐し

利用して、全体の質疑応答に移りたいかと思いま

す。どなたか、質問や意見ある方いらっしゃいま

すでしょうか？ いかがでしょう？ それでは前

の男性の方。お願いします。 

 

質問① 清水と申します。私も協力隊 OB なので

すが、今はコンサルタントをやっています。私の

時と違うかなと思ったんですけど、皆さん 2年で

終わられていると。延長ということが可能だった

か、可能であったら希望されたのかどうかってい

うのを気になったので、その辺は橋本さんに聞い

たほうがいいのかなと思うんですけど。満足度と

いうことでは皆さんかなり良い満足度を出されて

いますが、そういったことも考えたのかなという

ちょっと、教えていただけると助かります。 

 

橋本 すいません、同じような質問をお持ちの方、

任期とかそのようなテーマで。よろしいですか？

延長された方いらっしゃいますか？第 2回戦をさ
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れた方は？ 

 

溜 第 2回戦というのは、延長ではなくて、いっ

たん帰国してからです。私たちの時の流れはいっ

たん帰国して短期ボランティアという形で戻って

くるパターンが多くありました。私の場合もそう

いった形で、短期として、ポストは同じシャーガ

ス病対策だったんですが、長期ボランティアは田

舎で、2回目の短期は首都の NGOに入ってシャー

ガス病対策に携わりました。でも小笠原さんの場

合ちょっと違いますよね。 

 

橋本 小笠原さんぜひ・・・ 

 

小笠原 私の場合は、同じ任地に戻ってきたとい

うことですね。そこだけですね。半年だったんで

すけど、延長期間は。 

 

溜 私は 10カ月ですね。 

 

司会（地球ひろば） よろしいでしょうか。ほかに

どなたかご意見ご感想でもかまいません、前から

マイク渡します。 

 

質問② すいません、私も OG なんですけれど、

南米におりました。私も臨床検査技師で、派遣は

大学で実習の指導をしておりました。ちょっと、

テクニック的みたいなところで誰でも結構なんで

すが教えていただけたらありがたいんですけれど、

シャーガスを撲滅するというか、殺滅するために、

殺虫剤をお使いになってるってことなんですけれ

ども、耐性ができたりとかっていう心配はないの

かっていうのが 1点と、あと、私もシャーガスの

検査とか大学のほうでやっておりましたので、か

かわってはいたんですけれど、シャーガスの感染

って、夜、天井からパーンと落ちてきて、吸血さ

れて、パンプされて、吸い込まれてみたいな形で

感染するかと思うんですけれど、感染を防御する

ために、例えば蚊帳とかっていうものが効果がな

いのかなと、ちょっと考えたのですが、それを教

えてください。 

 

橋本 私が回答させていただきます。まず、耐性

に関しましては、今のところ南米の一部の地域を

除いて、南米のグランチャコ、ボリビアの方なん

ですけども、ほかは耐性は殺虫剤に対してはでき

ていません。というのは、サシガメのライフサイ

クルがだいたい 1年から 2 年なんですね。卵から

実際に大人になって、死ぬまでが。だいたい殺虫

剤の耐性ができるまでは、同じ殺虫剤に 10ジェネ

レーション続けて、曝露するといいますか、同じ

環境で生活を続けて、殺虫剤を受けた上でだんだ

ん形成していくという流れなので、ライフサイク

ルの長い話。あと、種類にもよるんですけれど、

外来種っていう消滅可能な虫は、さらにもともと

南米からきてまして、それがあるところで突然、

繁殖し拡大したというんですね。虫が増える時は

ボトルネック現象といいまして、いろんな能力を

失うんです。その一つとして殺虫剤に対する抵抗

力を失っていったっていう印象があります。あと

もう一つ、蚊帳ですね。蚊帳に関しましては、今

のところ、対策としては取られていないんですね。

でも、そもそも殺虫剤散布が効果があると、コス

ト的にもっていうのが実証されて、それが南米で

行われてきたので、それが中心として続けられて

きたんですね。 

 

司会（地球ひろば） ほかにどなたかいらっしゃい

ますでしょうか。ご意見やご感想でもかまいませ

ん、いかがでしょう？ マイクお願いします。 

 

三浦 日赤の感染解析の三浦ですけども。今の蚊

帳の件でちょっとコメントいたしますけれども。

ボリビアの場合には、リベラルタという日系のい
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ちばん古い移住地ですけれども、あそこはどちら

かというとマラリア圏のブラジルとの国境のとこ

ろで、マラリアを中心に考えてあそこでは昔から

蚊帳を使ったんですね。ところが、サンフアンと

かサンタクルスといった下の方へ行くと、マラリ

アは比較的尐なかった、中でも。で、それをやら

なかったっていう経緯があって。リベラルタから

来た方は、ほとんどがネガティブ。それは蚊帳を

使ったから防げたという一つの実証で、下のほう

では蚊帳は使ってはいたんだけども、そんなに大

した、しっかりと蚊帳をやるということはなかっ

たんで、サンタクルスからの方が一番日系では感

染者が多いということですね。あとは、蚊帳云々

で言うと、飛んでこないですよね、普通ね、サシ

ガメというのは。ほとんど感染のチャンスという

のは、幼虫から成虫に至るまでの、その幼虫の段

階でほとんどその壁の際にいて、成虫になっちゃ

うと飛んでっちゃって。これはまた、外から飛ん

でくるとかなんとかありますけども、やっぱりわ

れわれが一番コンタクトするのは、幼虫の飛ばな

い幼虫なんですね。それがたまたまベッドの脇に

いるとか、缶のうしろにいるとかということでも

って入ってくる。こういうのはあまり蚊帳ってい

うのでは防げない。 

 

質問② サシガメは飛んできて、人に襲わないの

ですか？ 

 

三浦 そうですね、あの連中は結局、吸血するた

めにもぞもぞ入ってきます。網目くぐってくるわ

けじゃなくて(笑) 

 

質問② 結局隙間からベッドに入るサシガメを防

げないのですね？ 

 

三浦 そうですね。もちろん、ストンと上から、

落ちるのは防げるかもしれません。 

 

質問② ありがとうございました。 

 

司会（地球ひろば） ほかにどなたか、いかがでし

ょう。ではこちらからマイクをお渡しします。 

 

質問③ ご講演ありがとうございます。虎ノ門病

院に勤務しています渡辺と申します。どの方でも

よろしいんですけれども、住民の方々に、啓発活

動とか、シャーガス病について、対策するべき病

気であるんだよっていうことをやっていく上で、

協力隊の方々が活動されたことに対する、住民の

方々の反応っていうのはどういう感じだったのか、

お聞きしたいです。 

 

江越 私の個人の意見ということになってしま

いますが、本当に、さまざまな啓発をして、啓発

の仕方、いろいろあると思うんですけれども、た

いてい「サシガメは危険です。もし見つけたら殺

さないで、届けてください」、「届けてください、

われわれが後日、家を殺虫剤散布に来ます」とか

「レスポンスします」ということを言って啓発を

するんですけれども、それが守られない。住民は

啓発した通りに届けてくれるのに、ガソリンがな

いだ、それこそストライキだという事情で、そこ

にレスポンスをなかなかしない。それを怠ると、

やはり住民からしてみたら「なんだよ、届けたの

に」と。それで、信頼関係が築かれないと、やは

り啓発してもなかなか響かない部分もあったりす

るんです。住民の反応は悪くなってしまう。一方

で、小学校みたいな、学校とかで啓発をすると、

結構子どもたちはサシガメを宝探しのように興味

を持って、子どもらしく無我夢中で探すという感

じで、わりと反応が良かったです。啓発する時は

学校でやるのがいいというのを、同僚とかも認識

している状況がありました。実際に学校でする機

会、出動できる機会はなかなかなかったんですけ
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れど。ちょっと、そういうような啓発が、私がや

った範囲では有効だと思いました。 

 

山内 いま、江越さんが話していたように、子ど

もの食いつきは良かったなという印象は受けてい

ます。そして、私が家庭訪問をした先住民の村で、

各家屋を訪れた時の感想なんですが、それまでも

よく訪問していたんですね、その時によく関わる

人、話をする人、中心部に住んでいる人なんかは、

わりと反応よく、こちらが求めている以上の知識

を伝えてくれるんです、逆に。ですが、村の中で

も村のはじっこに限らずなんですが、連絡の行き

届かない家族、家庭とか、そういったのがあるん

ですね。日本でもそういったところあると思うん

ですが、関係が悪かったりとか、そういうところ

で、同じ一つの集落でも、伝わりやすいところと

伝わりにくいところ、それによって、ボランティ

アの活動を快く受け入れるところ、そうでない、

かたくなに閉ざしているところ、というような、

温度差といいますか、違いっていうのは見えてき

ました。多分これは、先住民の集落に特に顕著な

んでしょうが。ほかの集落でも、多かれ尐なかれ

あることではないかと感じています。 

 

小笠原 直接質問の答えにはならないかもしれ

ませんが、私が最初 2004年にサンタ・ロサ・デ・

コパンというところに入った時には、住民の人た

ちは「なんとなくあの虫は悪い」という知識はあ

ったんですけども、それが何を引き起こすのか、

っていうところは分かってなくてですね。で、2

年間活動して、そのおかげなのか、プロジェクト

のおかげなのかよく分からないんですけど、あの

サシガメがシャーガス病という病気を引き起こし

て、それがいずれ死にいたる病気であるっていう

ふうな知識は、住民の人たちにはついたのかな。

もちろん、地域によりますけれども。そういう印

象を受けてます。 

 

 

司会（地球ひろば） よろしいですか。はい。ほか

にどなたか、ご意見やご質問などある方いらっし

ゃいますか？ ではうしろへ、マイクをお願いし

ます。 

 

質問④ JICA研究所の山田です。皆さんの隊員報

告書を読ませていただいて、今日のお話を伺って、

隊員報告書で書かれていることと、すごくよくマ

ッチしていると感想として思いました。ちょっと

お聞きしたいと思ったのが、報告書読ませていた

だいた中でよく分からなかったところなんですが、

皆さん、非常に住民の啓発っていうのを、おっし

ゃってると思うんですけれども、これは、シャー

ガスの隊員だけじゃなくて、住民と接している

方々、例えばほかの隊員とか、あるいは NGO と

か、そういう住民と接している方に、いかにシャ

ーガス病というのを意識づけするかということも

あるのかなと思ったんです。今日のお話伺ってい

て、江越さんは、確か NGO と連携、ちょっと一

緒に何かやろうとしたという話を先ほどされてい

たと思うんですけれども、もう尐し、ほかの方で

も、ほかの隊員とほかの職種の隊員とこんなこと

やったとか、あるいは、現地の住民と接している

ようなローカルの NGO の方とこんなことやった

とか、何か具体的な例があったら、2、3紹介して

いただければと思います。よろしくお願いします。 
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江越 私自身は先ほど、NGO に尐し協力いただい

てキャンペーンをやったというお話をさせていた

だきましたが、例えば、今日聴講に来られている

古田さんっていう、グアテマラの同期で別の県で

活動された方は、テレビやラジオといったものを

活用して広く宣伝されたり、あとは日本文化紹介

という、ほかの職種の方も含めて日本人が 30 人

40 人といる、グアテマラという国単位で日本のイ

ベントをすることがあったのですが、そういう時

に、また古田さんが発起人となってシャーガス病

の啓発をしようということで、タイアップ的にし

た例とか、あと、私は、結局ポシャったんですけ

れども(笑)、民間のバス会社にですね、ちょうど

流行地を走るバス会社がありまして、そこにかけ

あって、ちょっと車内とかに啓発の資材を置かせ

てもらったり、あるいは届出のちょっとした啓発

的な一つの起点として協力いただけないかという

ような話を持ちかけたこともありました。グアテ

マラという中米特有の、いわゆるバス会社とかは

どちらかというとお金持ちの経営者がいて、麻薬

絡みの、麻薬運びとか、そういうのと結構密にな

っているということで、カウンターパートのほう

が非常に怖がってしまって、結局お蔵入りになっ

たんですけれども。ただ、いろんな切り口は、啓

発に関してはあるのかなというふうに私自身は思

います。ちょっと答えになっているかどうか分か

らないですけど、そういった切り口がありました。 

 

谷口 私は、ほかの職種の隊員という意味では、

環境の隊員と一緒にお掃除キャンペーンをやった

りとか、あと、今日こちらに飾らせていただいた

んですけども、すごろくを作って、子どもたちに

興味を持ってもらおうといった活動をしたりしま

した。また、都会の大学とかではシャーガスの話

をするという機会はほとんどなかったですが、日

本語教師の隊員の方に首都の大学で講義する機会

を頂いて、首都の学生たちにシャーガスの話をし

た時には「わー、知らなかった！」っていうよう

な声も聞かれて、とても新鮮でした。それから、

地域の住民という意味では、地域のお祭りを使っ

てシャーガスのキャンペーンをやらせてもらいま

した。これは、サシガメが多く出てくる村の人た

ちと一緒に、サシガメをつかまえて、そのサシガ

メを使ってキーホルダーを作って、そのキーホル

ダーをお祭りで売る、というような活動です。こ

の売り上げは、シャーガス病対策として現地の保

健所の人たちに手袋を買ったりとか、そういった

活動に使わせてもらいました。お祭りでキーホル

ダーが売れるぞっていうと、子どもたちがどんど

んサシガメを見つけてくれたりして、住民の人た

ちを巻き込んだ活動ができたかなと思います。 

 

司会（地球ひろば） それでは、間もなくお時間に

なりますので、先ほど、中ほどで手挙げられまし

たので、そちらに、マイク渡します。じゃ、こち

らで最後の質問とさせていただきます。 

 

質問⑤ 東大で寄生虫薬の研究をしている鈴木

といいます。きょうは貴重なお話どうもありがと

うございました。私は普段ラボワークがメインな

ので、現地でどういう状況か全く知らないんで、

恥ずかしながら教えていただきたいんですけども、

例えば、現地に派遣されて、サシガメに刺される

リスクっていうのがどれくらいか知りたいんです

が。皆さんが派遣されて、実際に刺されたことが

あるのか、あるいは、刺されそうになったという

経験があれば教えていただきたいんですけど、よ

ろしくお願いします。 

 

小笠原 基本的に、サシガメは夜活動する虫なの

で、私たちは昼間活動しているので、直接刺され

るということはないんです。一度、私が住んでい

た家で、サシガメが見つかったことがありました
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けれども、家族の人は検査を受けてないんで、ど

うなったかちょっと分からないです。 

 

質問⑤ では、捕獲しようとした時に、刺された

っていうことは、そういうリスクってあるんです

か。動きがすばしっこいとか。 

 

橋本 サシガメによっては、動きの速さそれぞれ

違いますけど、消滅可能な虫がけっこうすばやく

て。あとはもう１個消滅できないサシガメは、け

っこうノロノロ鈍かったりするんです。結局捕ま

える時は、ピンセットで、素手じゃなくて、ピン

セット、そしてまた、住民につかまえてください

っていう時にも、ナイロン袋に手を突っ込んで、

それでつかんで、ひっくり返して。その辺の最低

限の注意事項を言いながら、啓発活動をしていき

ます。私もこの対策に 12、3 年関わってきました

が、いまだにあの、何回か検査しましたけど、大

丈夫なので。はい、大丈夫です。 

 

質問⑤ ありがとうございます。 

 

司会（地球ひろば） まだご質問やご意見などある

とは思いますが、お時間になってしまいましたの

で、このあたりで本日のセミナーを終了したいか

と思います。本日は、ジャーガス病の概要やプロ

ジェクトの模様を橋本様より、お話しいただきま

した。また、5 人の元青年海外協力隊員からは、

このシャーガス病対策にあたっての、活動だとか、

その時の気持ち、思いなどをお話しいただきまし

た。あらためて、前にいます 6名の皆さまに大き

な拍手をよろしくお願い致します。 

 

(拍手) 

 

司会（地球ひろば） 先ほどから何点かお話ありま

したけれども。皆さんの左側には、今日お話しい

ただいた皆さまからお持ちいただいた、展示物と

キーホルダーやポスターなどもありますので、閉

館までお時間ありませんけれども、どうぞご見学

くださいませ。また出られまして右手のところで

は、本日ご講演いただきました橋本様の著書の販

売もございます。今日は、特別価格でお売りいた

だけるそうですので、どうぞこちらも皆さん、ご

利用ください。また、私の方からもう一つだけご

案内させてください。今日ご参加の中に、先ほど

も貴重なご意見いただきました、三浦様、日赤か

らお越しいただきました三浦様より、出られまし

て正面のところに、シャーガス病に関係するパネ

ルの展示をお持ちいただきました。非常に貴重な

資料かと思いますので、どうぞ皆さん、退席の際

には、そちらを一度ご見学されてはいかがでしょ

うか。お時間になりましたけれども、あらためて、

本日お越しいただきました皆さま、また、お話し

いただきました皆さま、どうもありがとうござい

ました。 

 

(拍手) 

(了) 


